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安城の歴史を現代に伝える情報誌

2.　特別展「安城ゆかりの大名   家康を支えた 三河石川一族」
4.　特別展「幕府崩壊 ―幕末維新を生きた地方の証言者たち―」
6.　連載「安城歴史散策　昔ものがたり」
7.　安祥文化のさとではたらく人たち、常設展示室の展示替え
8.　松平シンポジウム、昭和の名作シネマ、市民ギャラリーよりお知らせ

昭和の名作シネマ上映会 月に一度、名作映画を歴博にてご覧ください。

当日参加可能講座室場所 80名定員 10:00 ～時間

残雪
1968 年10/28

日

出演 舟木一夫、松原智恵子

雪国で出逢った建築家志望の学生と炭焼娘は惹か
れ合うが、二人は実は兄弟だった…。純愛悲恋物語。

時間 94分

愛のお荷物
1955年11/25

日

出演 三橋達也、北原三枝

受胎調整を訴える厚生大臣。しかし彼の一家は、その言
葉とは裏腹に次 と々子どもを産んでいくという喜劇。

時間 111分

キューポラのある街
1962年12/23

日

出演 吉永小百合、浜田光夫

強く、明るく、たくましく生きる子どもたちをテーマに、
高度経済成長期の庶民の暮らしを描いた青春ドラマ。

時間 100分

青春の鐘
1968 年1/27

日

出演 舟木一夫、松原智恵子

名門・依田家の家庭教師となった東大生の村瀬。小
学生の春夫と相撲をとったりして母・宗子を驚かす。

時間 82分

銀座の恋の物語
1962年2/24

日

出演 石原裕次郎、浅丘ルリ子

石原裕次郎のヒット曲の映画化。銀座を舞台に青春
の夢と希望をかけた若者たちを描く娯楽大作。

時間 93分

ギターを持った渡り鳥
1959年3/24

日

出演 小林旭、浅丘ルリ子

マイトガイ小林旭の世界を確立した作品。風光明媚
なロケーションに、和製西部ともいわれた映画。

時間 78分
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特集：①家康を支えた 三河石川一族　②幕府崩壊 ―幕末維新を生きた地方の証言者たち―
写真中央：姉川合戦図屏風（福井県立歴史博物館蔵）　　　　　　写真右上：船舶模型 蒸気軍艦「観光丸」（1/50）（船の科学館蔵）

Higanbana

Human face earthenware

第 75回　安美展

安美展は安城市唯一の公式の公募型美術
作品展覧会で、市内にとどまらず、広く全国か
ら募った美術作品を展示します。

安城市民ギャラリーよりお知らせ

8

日本画、書、工芸・彫塑  10/26（金）～11/4（日）
洋画、写真  11/9（金）～ 11/18（日）
9:00 ～ 17:00
10/29（月）、11/12（月）

［ 前 期 ］
［ 後 期 ］
［ 時 間 ］
［休 館 日］

写真：高棚町新池の神明神社

播磨 良紀 氏（中京大学教授）

平井 上総 氏（花園大学准教授）

福原 圭一 氏（上越市公文書センター学芸員）

平野 明夫 氏（國學院大學講師）

コーディネーター

パネリスト

家康、天下にあい構える
　　 ―秀吉との対決と臣従―

天下統一を目指す羽柴秀吉に対して、
　　　　　　　　織田体制維持を是とする徳川家康。
家康が秀吉と対決する意味、
　　　　　　　そして臣従した経緯について考えます。

平成30年

10 /7（日） 安城市歴史博物館 
エントランスホール（約180席）

13:00～17:00　時  間時  間

場  所場  所

事前申込不要
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９
回
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シンポジウム



●
特
別
展
記
念
講
演
会

﹁
家
康
の
重
臣  

石
川
数
正
﹂

﹇
日
時
﹈10
月
６
日︵
土
︶14
時
～

﹇
講
師
﹈ 

平
野
明
夫
氏 ︵
國
學
院

大
學
講
師
︶

﹇
定
員
﹈ 

80
名︵
先
着
順
︶

﹇
申
込
﹈ 

不
要

﹁
松
本
城
と
石
川
数
正
・
康
長
﹂

﹇
日
時
﹈11
月
３
日︵
土
︶14
時
～

﹇
講
師
﹈ 

後
藤
芳
孝
氏 ︵
松
本
城

管
理
事
務
所 

研
究
専
門
員
︶

﹇
定
員
﹈ 

80
名︵
先
着
順
︶

﹇
申
込
﹈ 

不
要

特
別
展
関
連
行
事

●
歴
博
講
座

﹁
家
康
の
友 

石
川
家
成
︑恋
敵 

康
通
﹂

﹇
日
時
﹈10
月
27
日︵
土
︶14
時
～

﹇
講
師
﹈ 三
島
一
信 ︵
本
館
学
芸
員
︶

﹇
定
員
﹈ 

80
名︵
先
着
順
︶

﹇
申
込
﹈ 

不
要

●
体
験
講
座

﹁
ア
ル
ミ
缶
ア
ー
ト
で
戦
国
武

将
の
家
紋
を
作
ろ
う
﹂

﹇
日
時
﹈

10
月
14
日︵
日
︶10
時
～
12
時

﹇
講
師
﹈ 

宇
野
美
紀
子
氏︵
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｃ
Ａ
Ｎ
缶
ア
ー
ト
Ｇ
︶

﹇
費
用
﹈ 
７
0
0
円

﹇
定
員
﹈ 
25
名︵
先
着
順
︶

﹇
申
込
﹈ 

10
月
６
日︵
土
︶午
前
９

時
か
ら
電
話
で
歴
史
博
物
館
へ

☎
０
５
６
６-

７
７-
６
６
５
５

●
展
示
解
説

﹇
日
時
﹈９
月
22
日︵
土
︶

　
　
　

10
月
13
日︵
土
︶

　
　
　

各
日
14
時
～

﹇
申
込
﹈ 

不
要

●
展
示
関
連
イ
ベ
ン
ト

﹁
全
国
の
石
川
さ
ん
デ
ー
﹂

﹇
内
容
﹈全
国
の
石
川
姓
の
方
は

特
別
展﹁
家
康
を
支
え
た
三
河

石
川
一
族
﹂の
観
覧
料
が
半
額

と
な
り
ま
す
︒受
付
に
て
身
分

証
明
書
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
︒

﹇
日
時
﹈10
月
13
日︵
土
︶

　
　
　

10
月
14
日︵
日
︶

　

石
川
氏
は
清
和
源
氏
の
系
統
と
さ
れ
︑河
内
国
石
川

郡
石
川
荘︵
大
阪
府
︶に
本
拠
を
も
っ
た
源
義
家
の
子

義
時
を
は
じ
ま
り
と
し
て
い
ま
す
︒そ
の
後
︑義
基―

義
兼―

頼
房―

忠
教―

忠
頼―

義
忠―

時
通
と
続
き

ま
し
た
︒ま
た
︑石
川
氏
は
浄
土
真
宗
と
の
関
係
が
深

い
一
族
と
さ
れ
︑市
内
野
寺
町
の
本
證
寺
住
職
の
小
山

氏
に
関
連
す
る
と
し
て
︑時
通
は
下
野
国︵
栃
木
県
︶の

小
山
高
朝
の
娘
を
娶
り
︑小
山
姓
を
名
乗
っ
た
と
し
て

い
ま
す
︒時
通
の
子
の
朝
成
か
ら
氏
房―

泰
信
と
続

き
︑政
康
の
時
に
下
野
に
来
た
蓮
如
か
ら
三
河
で
の
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
の
普
及
を
任
さ
れ
︑一
五
世
紀
中
頃

こ
れ
ま
で
安
城
市
歴
史
博
物
館
で
は
、「
安
城
ゆ
か

り
の
大
名
」と
し
て
地
元
出
身
の
大
名
や
そ
の
一
族

を
取
り
上
げ
、展
覧
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。今
回

は
、家
康
の
重
臣
で
後
に
出
奔
し
た
石
川
数
正
や
、家

康
の
朋
友
と
さ
れ
る
石
川
家
成
な
ど
、家
康
が
活
躍

し
た
時
代
を
中
心
に
、三
河
石
川
一
族
の
展
示
を
開

催
し
ま
す
。

平
成
30
年

９
月

22 
日（
土
）〜

11  
月

４
日（
日
）

に
三
河
に
来
住
し
た
と
さ
れ
ま
す
︒

　

し
か
し
︑実
際
は
室
町
時
代
初
期
の
三
河
守
護
一

色
氏
の
時
代
に
守
護
代
的
地
位
に
石
川
氏
が
い
て
︑

一
五
世
紀
初
頭
に
は
三
河
に
居
住
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

戦
国
期
︑石
川
一
族
は
︑真
宗
門
徒
の
多
い
西
三
河

各
地
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
︒一
族
の
惣
領
家
は
︑

現
在
の
安
城
市
小
川
町
に
あ
た
る
小
川
に
居
た
石
川

家
で
し
た
︒こ
の
石
川
家
出
身
の
忠
成︵
清
兼
︶は
︑家

康
の
父
松
平
広
忠
の
重
臣
で
あ
り
︑本
證
寺
の
門
徒
武

士
の
筆
頭
で
し
た
︒天
文
十
八
年︵
一
五
四
九
︶の
本
證

寺
門
徒
連
判
状
に
は
︑筆
頭
に
忠
成
が
署
名
し
︑一
一

五
名
の
連
署
の
う
ち

三
三
名
が
石
河︵
石

川
︶姓
を
名
乗
っ
て
い

ま
す
︒石
川
一
族
が
本

證
寺
門
徒
の
中
核
を

な
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
︒永
禄

六
︑七
年︵
一
五
六
三
︑

四
︶の
三
河
一
向
一
揆

で
は
石
川
一
族
は
家

三
河
石
川
一
族
の
は
じ
ま
り

康
方
︑一
揆
方
に
分
か
れ
戦
い
ま
し
た
︒

数
正
は
忠
成
の
孫
で
︑家
成
は
忠
成
の
子
供
な
の

で
︑二
人
は
甥
と
叔
父
と
い
う
関
係
で
す
︒た
だ
︑叔
父

家
成
は
天
文
三
年︵
一
五
三
四
︶生
ま
れ
︑甥
の
数
正
は

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
一
歳
年
長
と
さ
れ
︑天
文
二
年

の
生
ま
れ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒ち
な
み
に
家
康
は
天

文
十
一
年
生
ま
れ
な
の
で
︑二
人
は
八
︑九
歳
年
上
で

す
︒い
ず
れ
に
し
て
も
同
世
代
で
あ
り
︑ほ
ぼ
同
じ
時

期
に
家
康
の
配
下
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
︒

家
康
領
国
が
拡
大
す
る
中
︑数
正
は
数
々
の
合
戦
で

活
躍
し
︑ま
た
家
康
側
近
と
し
て
働
き
︑岡
崎
城
代
を

任
さ
れ
ま
す
︒さ
ら
に
数
正
は
西
三
河
・
奥
三
河
の
守

り
を
固
め
る
任
務
に
つ
き
ま
し
た
︒家
成
は
遠
江
国
掛

川
城
を
守
る
役
目
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
︒天
正
八
年

︵
一
五
八
〇
︶に
家
成
は
隠
居
し
ま
し
た
が
︑天
正
十
三

年
以
降
︑三
河
国
内
を
追
放
さ
れ
て
い
た
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
寺
院
赦
免
に
あ
た
っ
て
母
妙
春
尼
と
と
も
に

動
い
て
い
ま
す
︒

数
正
と
家
成

天
正
十
年︵
一
五
八
二
︶に
本
能
寺
の
変
が
あ
り
︑そ

の
後
羽
柴︵
豊
臣
︶秀
吉
が
台
頭
し
︑家
康
と
対
立
し
ま

す
︒数
正
は
家
康
と
秀
吉
と
の
取
次
役
に
な
り
ま
し
た
︒

天
正
十
二
年
四
月
に
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
家
康
方

は
勝
利
し
ま
し
た
が
︑大
勢
は
秀
吉
方
の
優
勢
の
ま
ま

で
し
た
︒同
年
十
一
月
︑家
康
劣
勢
の
中
︑家
康
と
数
正

ら
重
臣
の
子
息
を
秀
吉
に
人
質
と
し
て
差
し
出
す
こ
と

に
な
り
︑数
正
は
家
康
の
子
於
義
丸︵
後
の
結
城
秀
康
︶

や
自
身
の
子
勝
千
代
ら
を
大
坂
へ
送
り
届
け
る
役
目
を

つ
と
め
ま
し
た
︒大
坂
の
滞
在
期
間
は
長
く
︑そ
こ
で
秀

吉
と
の
圧
倒
的
な
力
の
差
を
痛
感
し
た
の
で
は
な
い
で

数
正
出
奔

し
ょ
う
か
︒

秀
吉
は
天
正
十
三
年
三
月
に
紀
伊
国
雑
賀
衆
︑七
月
に

四
国
攻
め
︑八
月
に
は
越
中
国
の
佐
々
成
政
を
降
ろ
し
︑

着
々
と
天
下
統
一
の
歩
み
を
進
め
て
い
ま
し
た
︒数
正
は

家
康
と
秀
吉
と
の
和
睦
を
望
ん
で
い
ま
し
た
が
︑家
康
と

そ
の
家
臣
は
決
戦
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
す
︒

同
年
十
一
月
三
日
︑突
如
数
正
は
妻
子
や
人
質
を
連
れ

て
岡
崎
を
退
出︵
出
奔
︶し
ま
し
た
︒こ
の
行
動
は
家
康
領

国
の
危
機
を
招
き
ま
し
た
︒

人
質
は
小
笠
原
貞
慶
の
子

で
し
た
︒小
笠
原
氏
の
勢
力

範
囲
の
筑
摩
・
安
曇
郡
が

秀
吉
方
に
な
り
︑信
濃
国
の

半
分
以
上
が
家
康
に
敵
対

す
る
地
域
と
な
り
ま
し
た
︒

ま
た
︑三
河
に
隣
接
す
る
伊

那
郡
は
数
正
が
指
図
し
て

い
た
地
域
で
︑家
康
は
こ
の

地
域
を
早
々
に
押
さ
え
る

こ
と
で
︑ど
う
に
か
信
濃
国

の
勢
力
を
保
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
︒し
か
し
︑秀
吉

方
優
位
は
さ
ら
に
高
ま
り

ま
し
た
︒

そ
の
後
家
康
は
秀
吉
の

妹
と
婚
姻
し
︑そ
し
て
上
洛

す
る
こ
と
で
︑つ
い
に
秀
吉

に
臣
従
し
ま
し
た
︒結
果
的

に
数
正
の
出
奔
は
家
康
と

秀
吉
の
対
立
を
解
消
し
︑秀

吉
の
天
下
統
一
を
進
め
た

事
件
と
い
え
る
で
し
ょ
う
︒

数
正
は
出
奔
後
︑し
ば
ら
く
大
坂
に
居
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
︒翌
十
四
年
正
月
に
秀
吉
の
弟
秀
長
の
領

内
に
知
行
を
与
え
ら
れ
た
と
さ
れ
ま
す
︒し
か
し
こ

れ
以
降
︑松
本
城
主
に
な
る
ま
で
の
動
き
は
全
く
不

明
で
す
︒

天
正
十
八
年
七
月
︑家
康
は
関
東
に
移
封
し
︑数
正

は
松
本
城
を
与
え
ら
れ
︑筑
摩
・
安
曇
郡
八
万
石
を
治

め
ま
し
た
︒し
か
し
朝
鮮
出
兵
で
肥
前
国
名
護
屋︵
佐
賀

県
唐
津
市
︶に
赴
任
し
て
い
て
数
正
の
領
国
治
政
は
短

く
︑ま
た
︑松
本
在
城
も
短
期
間
と
思
わ
れ
ま
す
︒文
禄

元
年︵
一
五
九
二
︶十
二
月
頃
︑数
正
は
死
去
し
ま
し
た
︒

数
正
の
跡
は
長
男
の
三
長︵
康
長
︶が
継
ぎ
ま
し
た
︒

所
領
は
三
長
と
弟
康
勝
・
紀
伊
守
半
三
郎
の
三
人
に
分

け
ら
れ
︑三
長
に
は
五
万
八
千
石
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
︒

松
本
城
普
請
や
城
下
町
建
設
が
本
格
化
し
た
の
は

三
長
の
時
代
で
し
た
︒文
禄
年
間
に
城
普
請
・
城
下
町

政
策
が
積
極
的
に
行
わ
れ
︑そ
れ
以
降
︑三
長
は
領
内
の

新
田
開
発
や
交
通
・
流
通
な
ど
の
政
策
に
力
を
入
れ

ま
し
た
︒

関
个
原
の
戦
い
で
は
︑

徳
川
方
と
し
て
徳
川
秀

忠
に
従
い
︑松
本
城
に
戻

り
上
田
城
の
真
田
昌
幸

に
備
え
︑そ
し
て
上
田
城

攻
め
で
は
冠
者
嶽
の
戦

い
に
参
戦
し
ま
し
た
︒

慶
長
十
八
年︵
一
六
一

三
︶の
大
久
保
長
安
事
件
に
連
座
し
︑三
長
兄
弟
は
改
易

と
な
り
︑三
長
は
豊
後
国
佐
伯︵
大
分
県
佐
伯
市
︶の
毛

利
高
政
預
か
り
と
な
り
ま
し
た
︒寛
永
十
九
年︵
一
六
四

二
︶︑三
長
は
そ
こ
で
八
九
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
︒

松
本
城
主
数
正
・
三
長

天
正
八
年︵
一
五
八
〇
︶に
家
成
の
跡
を
継
い
だ
康

通
は
︑掛
川
城
の
守
衛
を
任
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
︑本

能
寺
の
変
に
家
康
に
近
侍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
︒同
十
八
年
家
康
の
関
東
移
封
で
︑上
総
国

鳴
渡︵
千
葉
県
山
武
市
︶二
万
石
の
領
主
に
な
り
︑慶
長

五
年
九
月
の
関
个
原
の
戦
い
で
は
︑清
須
城
を
守
り
︑

戦
後
︑石
田
三
成
の
居
城
佐
和
山
城
を
接
収
す
る
役
目

を
果
た
し
ま
し
た
︒翌
六
年
に
は
三
万
石
の
加
増
を
受

け
て
︑大
垣
城
五
万
石
の
城
主
に
な
り
ま
し
た
︒康
通

の
大
垣
城
主
時
代
は
︑関
个
原
の
戦
い
で
主
戦
場
と

な
っ
た
城
郭
の
普
請
や
城
下
町
の
復
興
︑整
備
に
努
め

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
︒し
か
し
慶
長
十
二
年
に
康

通
は
死
去
し
ま
し
た
︒

遺
領
は
︑康
通
の
子
忠
義
が
幼
少
の
た
め
︑家
康
の

命
に
よ
り
家
成
が
領
主
に
な
り
ま
し
た
︒二
年
後
の
慶

長
十
四
年
に
家
成
が
死
去
し
ま
し
た
が
︑忠
義
は
跡
を

継
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
︑家
成
の
外
孫
に
あ
た
る
忠
総
が

藩
主
と
な
り
ま
し
た
︒石
川
家
の
危
機
は
こ
れ
に
止
ま

ら
ず
︑慶
長
十
九
年
正
月
に
忠
総
の
実
父
大
久
保
忠
隣

が
失
脚
し
た
こ
と
で
︑忠
総
は
駿
府
の
町
屋
に
蟄
居
し

た
と
さ
れ
ま
す
︒

慶
長
十
九
年
暮
の
大
坂
冬
の
陣
を

機
に
忠
総
は
連
座
を
放
た
れ
︑陣
に
加

わ
り
ま
し
た
︒翌
年
の
夏
の
陣
で
も
戦

功
を
重
ね
︑名
実
と
も
に
大
垣
城
石
川

家
の
当
主
と
な
り
ま
し
た
︒こ
の
忠
総

の
家
系
は
︑後
に
伊
勢
国
亀
山
藩
と
常
陸
国
下
館
藩

︵
茨
城
県
筑
西
市
︶の
藩
主
と
し
て
明
治
初
年
ま
で

存
続
し
ま
し
た
︒

大
名
と
な
っ
た
石
川
家

や
す

さ
ん
む

た
だ
ち
か

ち
く
せ
い

天正13年 真田昌幸あて豊臣秀吉書状（真田氏歴史館蔵）

国宝  松本城

石川康通画像
（大津市永順寺蔵）

姉川の戦いで活躍する石川数正
（福井県立歴史博物館所蔵「姉川合戦図屏風」より）

石川忠総所用具足
（亀山市亀山神社蔵）

さ
い
か

み
ち

【
観
覧
料
】四
〇
〇
円（
中
学
生
以
下
無
料
）
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●
特
別
展
記
念
講
演
会

﹁
幕
府
軍
制
改
革
と
幕
末
の
動

乱
﹂

﹇
日
時
﹈12
月
2
日︵
日
︶14
時
～

﹇
講
師
﹈保
谷
徹
氏 ︵
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
教
授
︶

﹇
定
員
﹈ 

80
名︵
先
着
順
︶

﹇
申
込
﹈ 

不
要

特
別
展
関
連
行
事

●
歴
博
講
座

﹁
幕
末
維
新
の
証
言
者
た
ち ̶

安
城
村
柳
助
と
石
川
部
平 ̶

﹂

﹇
日
時
﹈12
月
15
日︵
土
︶14
時
～

﹇
講
師
﹈ 野
上
真
由
美︵
本
館
学
芸
員
︶

﹇
定
員
﹈ 

80
名︵
先
着
順
︶

﹇
申
込
﹈ 

不
要

●
体
験
講
座

﹁
マ
イ
落
款
を
作
ろ
う
﹂

﹇
日
時
﹈

11
月
24
日︵
土
︶13
時
～
16
時

﹇
講
師
﹈ 

石
川
桂
氏︵
篆
刻
家
︶

﹇
費
用
﹈ 

５
0
0
円

﹇
定
員
﹈ 

20
名︵
先
着
順
︶

﹇
申
込
﹈ 
11
月
６
日︵
火
︶午
前
９

時
か
ら
電
話
で
歴
史
博
物
館
へ

☎
０
５
６
６-
７
７-
６
６
５
５

●
展
示
解
説

﹇
日
時
﹈11
月
24
日︵
土
︶

　
　
　

12
月
23
日︵
日
︶

　
　
　

1
月
5
日︵
日
︶

　
　
　

各
日
14
時
～

﹇
申
込
﹈ 

不
要

45

嘉
永
六
年︵
一
八
五
三
︶︑浦
賀
沖
に
ペ
リ
ー
が
来

航
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
は
動
乱
の
時
代
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
︒大
老
井
伊
直
弼
の
暗
殺

な
ど
の
政
治
的
な
混
乱
だ
け
で
な
く
︑安
政
年
間
に

は
各
地
で
大
地
震
が
頻
発
す
る
な
ど
自
然
災
害
も

起
こ
り
日
本
全
体
が
不
安
定
な
情
勢
に
な
っ
て
い

き
ま
す
︒地
方
の
人
々
も
否
応
な
く
こ
の
不
安
定
な

世
相
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
︒こ
の
時
代
︑

地
方
の
人
々
は
江
戸
や
京
都
な
ど
で
起
こ
る
様
々

な
事
件
に
関
心
を
向
け
て
お
り
多
く
の
記
録
を
残

し
て
い
ま
す
︒

幕
府
は
薩
摩
藩
や
朝
廷
の
公
武
合
体
派
公
卿
か

ら
の
圧
力
を
受
け
︑こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
た
め

に
︑幕
政
改
革
を
打
ち
出
し
ま
す
︒そ
し
て
︑軍
事
面

の
改
革
の
一
環
と
し
て
陸
軍
奉
行
を
筆
頭
に
歩
兵
・

騎
兵
・
砲
兵
の
三
兵
か
ら
な
る
西
洋
式
陸
軍
を
創

設
し
ま
す
︒そ
し
て
文
久
二
年︵
一
八
六
二
︶十
二
月

三
日
︑幕
府
は
旗
本
の
知
行
地
か
ら
知
行
高
に
応
じ

て
農
民
を
兵
士
と
し
て
徴
発
す
る
兵
賦
令
を
発
令

し
ま
し
た
︒

今
回
の
展
示
の
主
人
公
の
一
人
︑柳
助
は
こ
の
時

に
徴
発
さ
れ
た
農
民
で
す
︒柳
助
は
天
保
十
三
年

︵
一
八
四
二
︶安
城
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
︒生
家
は
貧

し
く
︑柳
助
も
子
ど
も
の
頃
か
ら
奉
公
に
出
ま
し

た
︒そ
し
て
二
一
歳
の
文
久
二
年
に
転
機
が
訪
れ
ま

し
た
︒安
城
村
の
領
主
で
あ
っ
た
久
永
石
見
守
領
内

か
ら
一
三
人
の
兵
賦
の
徴
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒柳

助
は
徴
発
に
応
じ
幕
府
歩
兵
と
し
て
西
洋
式
の
調

も
う
一
人
の
主
人
公
︑石
川
部
平︵
友
太
郎
︶は
︑天

保
二
年︵
一
八
三
一
︶に
水
戸
藩
郷
士
の
篠
原
家
に
生

ま
れ
ま
し
た
︒弘
化
元
年︵
一
八
四
四
︶に
石
川
家
の
養

子
と
な
り
名
を
友
太
郎
と
改
め
ま
し
た
︒友
太
郎
は
郷

士
加
倉
井
砂
山
ら
に
師
事
し
た
後
︑江
戸
の
昌
平
坂
学

問
所
で
も
学
び
ま
し
た
︒帰
国
後
は
歴
史
書﹃
近
世
略

史
﹄の
編
纂
に
も
携
わ
り
ま
し
た
︒

こ
の
当
時
の
水
戸
藩
は
︑九
代
藩
主
徳
川
斉
昭
に
よ

る
藩
政
改
革
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
︒斉
昭
が
創
設
し

た
藩
校
弘
道
館
で
は﹁
尊
王
攘
夷
﹂と
い
う
思
想
が
生

ま
れ
多
く
の
幕
末
の
志
士
た
ち
に
影
響
を
与
え
ま
し

た
︒し
か
し
︑急
速
な
改
革
は
水
戸
藩
内
に
改
革
派︵
天

狗
︶と
門
閥
派
と
の
対
立
を
も
た
ら
し
ま
し
た
︒改
革

派
は
そ
の
内
部
で
も
抗
争
を
繰
り
返
し
ま
し
た
︒孝
明

天
皇
か
ら
の
勅
書
の
返
納
問
題
で
鎮
派
・
激
派
に
分

裂
し
︑元
治
元
年
三
月
︑藤
田
小
四
郎
ら
激
派
の
一
部

が
筑
波
山
で
挙
兵
し
ま
し
た
︒﹁
天
狗
党
の
乱
﹂の
始
ま

り
で
す
︒幕
府
は
追
討
令
を
出
し
︑水
戸
藩
内
で
も
激

派
追
討
の
た
め
に
門
閥
派
と
鎮
派
の
一
部
が
結
び﹁
諸

生
党
﹂が
結
成
さ
れ
ま
し
た
︒友
太
郎
は
諸
生
党
員
と

な
り
︑八
月
二
十
一
日
に
農
兵
を
連
れ
て
水
戸
城
近
く

で
戦
い
に
参
加
し
ま
し
た
︒同
十
一
月
︑武
田
耕
雲
斎

を
首
領
と
し
た
天
狗
党
が
京
に
向
か
っ
て
西
上
を
始

め
る
と
︑水
戸
藩
の
実
権
は
門
閥
派
が
握
り
ま
し
た
︒

門
閥
派
は
激
派
の
み
な
ら
ず
鎮
派
に
つ
い
て
も
取
り

締
ま
り
を
行
い
︑友
太
郎
は
二
度
投
獄
さ
れ
ま
し
た
︒

友
太
郎
の
苦
難
は
さ
ら
に
続
き
ま
す
︒慶
応
四
年

︵
一
八
六
八
︶戊
辰
戦
争
が
始
ま
る
と
︑激
派
が
藩
の
実

権
を
再
び
握
り
ま
し
た
︒す
る
と
天
誅
と
称
し
諸
生
党

員
の
粛
清
を
始
め
ま
し
た
︒友
太
郎
は
身
の
危
険
を
感

じ
同
年
三
月
︑妻
子
を
残
し
水
戸
を
脱
出
し
︑そ
の
後

逃
亡
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
︒

明
治
二
年︵
一
八
六
九
︶の
藩
籍
奉
還
か
ら
明
治

四
年
の
廃
藩
置
県
ま
で
の
一
連
の
明
治
新
政
府
の

改
革
を
︑当
時
の
人
々
は
不
安
と
期
待
を
抱
き
つ
つ

﹁
御
一
新
﹂と
呼
び
ま
し
た
︒

現
在
の
安
城
市
域
は
そ
れ
ま
で
様
々
な
領
主
に

よ
る
支
配
が
さ
れ
て
お
り
︑こ
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ

て
重
原
・
静
岡
・
岡
崎
・
西
尾
・
刈
谷
・
西
端
・

菊
間
県
と
な
り
ま
し
た
︒明
治
四
年
十
一
月
十
五
日

そ
れ
ぞ
れ
の
県
は
額
田
県
に
統
一
さ
れ
︑明
治
五
年

十
一
月
に
は
額
田
県
は
愛
知
県
と
合
併
し
ま
し
た
︒

こ
の
間
︑こ
の
地
域
は
領
主
や
行
政
制
度
が
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
︒新
し
い
税
制
︑戸

籍
の
作
成
な
ど
近
代
国
家
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
の
で
す
︒安
城
村
に
戻
っ
た
柳
助
や
︑遠
く
福

島
か
ら
重
原
に
移
り
住
ん
だ
部
平
を
は
じ
め
と
し

た
旧
重
原
藩
士
も
こ
の
激
動
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ

ま
し
た
︒廃
藩
置
県
後
︑多
く
の
重
原
藩
士
は
福
島

へ
戻
り
ま
し
た
が
︑三
河
に
残
り
帰
農
す
る
者
︑新

政
府
の
も
と
地
方
行
政
を
担
う
者
︑後
に
自
由
民
権

運
動
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
す
る
内
藤
魯
一
な
ど

多
く
の
旧
藩
士
は
た
く
ま

し
く
激
動
の
時
代
を
生
き

抜
い
た
の
で
す
︒

明
治
維
新
一
五
〇
年
の

今
年
︑幕
末
動
乱
の
時
代

を
た
く
ま
し
く
︑そ
し
て

し
た
た
か
に
生
き
抜
い
た

名
も
な
き
地
方
の
証
言
者

の
声
に
耳
を
傾
け
て
み
ま

せ
ん
か
︒

船舶模型 蒸気軍艦「観光丸」（1/50）
 （船の科学館蔵）

平成30年

11月24日（土）～１月14日（月・祝）
平成31年

平
成
三
十
年
は
︑明
治
元
年︵
一
八
六
八
︶か
ら
一

五
〇
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
︒

幕
末
維
新
と
い
え
ば
志
士
の
活
躍
が
注
目
さ
れ

ま
す
が
︑時
代
の
表
舞
台
に
は
登
場
し
な
く
と
も
︑

激
動
の
時
代
に
生
き
た
記
録
を
後
世
に
残
し
た
人

た
ち
が
各
地
に
存
在
し
ま
し
た
︒

今
回
は
︑市
域
に
残
る
彼
ら
の
記
録
や
地
域
に
伝

わ
る
資
料
を
も
と
に
︑幕
末
維
新
の
世
相
や
地
域
の

混
乱
な
ど
地
方
の
人
々
が
み
た
幕
末
維
新
の
一
端

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

幕
末
日
本
の
不
安
定
な
世
相
と

　
　
　
　
　
　
幕
府
の
軍
制
改
革

柳
助
駆
け
巡
る

練
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
︒

幕
府
歩
兵
隊
の
初
陣
と

な
っ
た
の
は
︑元
治
元
年

︵
一
八
六
四
︶三
月
に
勃
発

し
た
水
戸
天
狗
党
の
乱
の
追

討
で
し
た
︒柳
助
も
一
番
の

激
戦
と
な
っ
た
十
月
の
那

珂
湊
の
戦
い
に
参
戦
し
て
お
り
︑水
戸

藩
の
反
射
炉
や
水
車
を
破
壊
し
た
こ
と
な

ど
記
録
に
残
し
て
い
ま
す
︒

慶
応
二
年︵
一
八
六
七
︶に
は
第
二
次
長
州

征
伐
に
従
軍
し
ま
し
た
︒柳
助
は
周
防
大
島

の
戦
い
と
芸
州
口
の
戦
い
に
参
戦
し
︑大
島

口
の
戦
い
で
は
か
す
り
傷
を
う
け
ま
し
た
︒

ま
た
︑初
め
て
乗
っ
た
蒸
気
船
に
つ
い
て
︑﹁
飛
ぶ
が

ご
と
し
﹂と
表
現
し
て
い
ま
す
︒こ
の
戦
い
で
幕
府

軍
が
長
州
藩
に
敗
北
を
喫
し
た
こ
と
に
よ
り
︑幕
府

の
権
威
は
失
墜
し
︑幕
府
崩
壊
が
決
定
的
と
な
り
ま

し
た
︒柳
助
ら
幕
府
歩
兵
隊
は
三
年
あ
ま
り
の
間
に

水
戸
か
ら
長
州
へ
と
全
国
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
︒

慶
応
三
年
四
月
︑柳
助
は
年
季
明
け
と
な
り
安
城

村
に
帰
り
ま
し
た
︒そ
の
後
︑柳
助
は
幕
府
歩
兵
隊

と
し
て
従
軍
し
た
記
録
を
残
し
ま
し
た
︒ま
た
︑﹁
久

永
石
見
守
兵
賦　

竜︵
柳
︶助
﹂と
記
さ
れ
た
木
札
や

銃
弾
・
巾
着
な
ど
当
時
使
用
し
た
品
々
も
残
し
て

い
ま
す
︒

部
平
の
苦
難
と
重
原
藩
の
成
立

友
太
郎
を
逃
亡
生
活
か
ら
救
っ
た
の
は
福
島
藩

で
し
た
︒福
島
藩
は
戊
辰
戦
争
時
︑奥
羽
越
列
藩
同

盟
に
加
盟
し
新
政
府
軍
と
対
抗
し
た
た
め
︑明
治
二

年
十
二
月
に
三
河
の
重
原
へ
の
転
封
が
決
ま
り
︑重

原
藩
と
な
り
ま
し
た
︒重
原
藩
の
新
た
な
藩
校
の
教

授
と
し
て
︑友
太
郎
が
推
挙
さ
れ
ま
し
た
︒友
太
郎

は
重
原
藩
士
と
な
り
︑名
を
部
平
と
改
め
︑藩
主
板

倉
勝
達
ら
と
重
原
へ
移
り
ま
し
た
︒

明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
で
重
原
藩
が
廃
藩
と
な

る
と
部
平
は
里
村︵
市
内
里
町
︶で
暮
ら
し
︑戸
長
に

任
命
さ
れ
ま
す
︒戸
長
を
や
め
た
後
︑里
村
で
私
塾

﹁
青
藍
塾
﹂を
開
き
︑自
身
の
半
生
を
自
伝﹁
帰
鶴
物

語
﹂と
し
て
記
し
ま
す
︒そ
の
後
︑明
治
十
一
年
に
里

村
か
ら
転
居
し
︑明
治
十
三
年
に
そ
れ
ま
で
何
度
も

願
っ
て
も
叶
わ
な
か
っ
た
故
郷
茨
城
県
に
帰
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
し
た
︒安
城
で
暮
ら
し
た
期
間
は

短
い
間
で
し
た
が
︑こ
の
地
域
に
貢
献
す
る
多
く
の

塾
生
を
育
て
ま
し
た
︒

柳助木札・銃弾等
（本館蔵）

帰鶴物語（古橋懐古館蔵）

御
一
新
と
愛
知
県
の
誕
生

【観覧料】400円（中学生以下無料） 文責 : 野上真由美

石川部平肖像画（常陸太田市教育委員会蔵）



は
た
ら
く

人
た
ち

安
祥
文
化
のさ
と
で

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
管
理
人
」

ギャラリーの裏方の仕事をおこなっている管理人さん。展覧会の
搬出 ・搬入の見守りや安全確認をおこなうとともに、主催展では
作品の掲示のサポートもおこないます。ギャラリーの表舞台に立つ
ことは少ないけれど、縁の下の力持ち的存在です。

 
ど
ん
な
お
仕
事
内
容
で
す
か

Q1展
覧
会
を
開
催
す
る
お
客
様
の
作
品
の
搬
入
・
搬

出
に
立
ち
合
う
と
と
も
に
、館
内
に
お
け
る
利
用
の
規

則
、作
業
の
た
め
の
注
意
事
項
も
お
話
し
て
い
ま
す
。利

用
後
に
は
、貸
出
備
品
の
数
の
確
認
と
と
も
に
、ピ
ン
や

釘
が
壁
面
に
残
っ
て
い
な
い
か
の
確
認
も
お
こ
な
い
ま
す
。

ま
た
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
主
催
の
企
画
展
に
お
い
て
は
、作

品
の
搬
入
や
掲
示
、撤
去
や
搬
出
作
業
の
サ
ポ
ー
ト
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

 
お
仕
事
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

Q2ハ
シ
ゴ
や
脚
立
を
用
意
し
て
高
所
で
作
業
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、誰
も
が
安
全
に
お
こ
な
え
る
よ
う
最
大

限
の
注
意
を
は
ら
っ
て
い
ま
す
。複
数
の
人
で
作
業
を
す

る
と
き
は
、相
手
と
の
呼
吸
を
合
わ
せ
な
い
と
ケ
ガ
に
つ
な

が
る
こ
と
が
あ
り
、安
全
確
認
を
十
分
に
お
こ
な
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
お
客
様
に
説
明
し
た
り
、確
認
し
た
り
す
る
こ
と

が
多
い
の
で
、お
客
様
へ
の
言
葉
遣
い
に
も
気
を
付
け
て
い

ま
す
。

お
仕
事
の
楽
し
さ
は

Q3お
客
様
、お
子
様
、ス
タ
ッ
フ
な
ど
幅
広
い
世
代
の
皆

さ
ん
と
触
れ
合
え
る
こ
と
で
す
。

搬
入
時
に
作
家
さ
ん
と
も
直
接
話
す
こ
と
が
あ
り
、

作
品
を
制
作
し
た
と
き
の
気
持
ち
な
ど
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
の
は
お
も
し
ろ
い
で
す
。お
話
を
聞
く
と
、作
品
を

よ
り
深
い
角
度
か
ら
見
ら
れ
た
り
し
て
、楽
し
い
で
す
ね
。

こ
の
仕
事
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
、展
覧
会
が
始
ま
る
前

に
は
想
像
以
上
に
い
ろ
ん
な
準
備
や
工
程
が
あ
っ
て
初

め
て
、展
覧
会
と
い
う
カ
タ
チ
に
な
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。趣
味
で
、美
術
館
や
博
物
館
に
行
っ

た
と
き
も
、ど
ん
な
ふ
う
に
準
備
し
た
ん
だ
ろ
う
と
い
う

点
か
ら
展
覧
会
を
見
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

 
来
館
者
への
メッ
セ
ー
ジ

Q4ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
示
室
は
、広
く
皆
さ
ん
が
利
用
で
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
個
展
の
発
表
の
場
で
利
用
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。利
用
の
際
、搬
入
・
搬
出
時
に
は
私
た
ち
に
気

軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

常設展示の茶屋内部の展示替えを行いました。常設展示の茶屋内部の展示替えを行いました。

  

高
棚
の
新
開
地

　
　
　

 —

芦
池
・
新
池
の
開
拓
と
発
展—

第二回

文責 : 岩﨑正樹
　　  （安城市歴史博物館 館長）

昔
ものがたり

安城歴史散策

高
棚
町
北
部
の
新
池
地
区
に
神
明

神
社
と
い
う
神
社
が
あ
り
ま
す
︒当
初

は
新
池
池
中
神
社
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
︒鳥
居
を
く
ぐ
る
と
右
側
に
昭
和

六
三
年︵
一
九
八
八
︶に
建
立
と
表
記

さ
れ
た
神
社
の
由
来
を
記
す
石
碑
が

立
っ
て
い
ま
す
︒碑
文
に
は
︑﹁
明
治
用

水
開
削
の
明
治
十
三
年
以
降
県
内
外

か
ら
開
拓
民
が
入
植
し
て
き
た
が
開

拓
は
大
苦
行　

団
結
意
識
を
高
め
る

た
め
こ
こ
に
氏
神
様
を
祭
る　

同
一

五
年
に
祠
を
仮
安
置
し
一
八
年
に
現

在
地
に
本
格
的
に
神
社
を
築
い
た
﹂と

あ
り
ま
す
︒明
治
用
水
が
開
削
さ
れ
た

結
果
︑高
棚
村
地
内
北
部
に
あ
っ
た
芦

池
や
新
池
な
ど
の
溜
池
が
︑灌
漑
と
し

て
の
必
要
性
が
な
く
な
り
︑農
地
へ
と

開
墾
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒芦

池
と
新
池
は
ま
わ
り
よ
り
や
や
高
い

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
た
め
︑水
抜
き
の
水

路
を
作
ら
な
く
て
も
堰
を
切
れ
ば
簡

単
に
水
が
抜
け
︑芦
池
と
新
池
合
わ
せ

て
八
〇
町
歩︵
約
八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
︶

の
農
地
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

池
底
は
流
水
に
よ
っ
て
肥
沃
な
堆
積

土
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
︑

開
墾
を
始
め
る
と
重
粘
土
無
機
質
の

痩
せ
た
土
で
し
た
︒畦
と
水
路
を
造

り
︑農
道
を
開
き
耕
耘
し
ま
す
︒次
に

水
田
の
高
低
を
な
ら
し
︑土
砂
の
運
搬

を
し
ま
す
︒粘
着
性
の
強
い
粘
土
が
重

い
開
墾
鍬
に
こ
び
り
つ
き
︑ヘ
ラ
で
そ

ぎ
落
と
し
な
が
ら
の
作
業
は
重
労
働

で
す
︒痩
せ
地
に
は
多
量
の
肥
料
が
必

要
で
す
︒開
墾
当
初
は
稲
一
株
に
数
粒

し
か
籾
が
つ
か
ず
︑生
活
を
困
窮
さ
せ

ま
し
た
︒

芦
池
と
新
池
の
開
拓
地
に
は
︑明
治

一
三
年︵
一
八
八
〇
︶に
ま
ず
碧
海
郡

熊
村︵
現
刈
谷
市
逢
妻
町
熊
地
区
︶出

身
の
深
谷
兼
次
郞
を
は
じ
め
六
人
が

入
植
し
ま
し
た
︒そ
の
後
︑海
東
・
海

西
・
知
多
郡
・
岐
阜
県
︑近
く
は
碧
海
︑

幡
豆
郡
か
ら
多
く
の
入
植
者
が
あ
り

ま
し
た
︒し
か
し
︑新
天
地
へ
そ
れ
な

り
の
覚
悟
を
も
っ
て
入
植
し
て
き
た

は
ず
で
し
た
が
︑開
墾
の
大
苦
行
は
そ

の
決
意
を
砕
く
も
の
で
し
た
︒定
着
率

は
明
治
二
○
年
代
を
通
じ
て
三
割
程

度
と
低
迷
し
ま
し
た
︒

そ
う
い
う
状
況
の
な
か
︑出
身
地
の

違
い
か
ら
芦
池
地
区
の
共
同
体
意
識

は
そ
ん
な
に
強
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
︒そ
こ
で
最
初
に
実
現
さ

せ
よ
う
と
し
た
の
が
︑団
結
意
識
を
高

め
る
た
め
の
神
社
の
建
立
で
し
た
︒明

治
一
五
年︵
一
八
八
二
︶︑地
主
田
中
勘

七
郎
か
ら
土
地
の
寄
進
を
受
け
て
仮

神
社
を
建
て
ま
し
た
︒明
治
一
八
年

︵
一
八
八
五
︶に
は
仮
神
社
を
再
度
田

中
か
ら
土
地
の
寄
進
を
受
け
て
移
転

鎮
座
し
ま
し
た
︒そ
の
後
︑明
治
二
○

年︵
一
八
八
七
︶に
︑九
月
と
一
○
月
の

二
回
に
わ
た
っ
て
正
式
の
神
社
と
し

て
の
資
格
を
も
ら
う
た
め
に
高
棚
神

明
神
社
の
内
に
祀
ら
れ
て
い
る
山
神

社
の
移
転
を
愛
知
県
知
事
に
願
い
出

ま
し
た
が
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
︒

神
社
建
立
に
向
け
て
︑住
民
の
で
き
る

限
り
で
の
寄
付
や
申
請
に
向
け
て
の

寄
り
合
い
を
重
ね
る
中
で
︑池
中
神
社

は
次
第
に
団
結
と
崇
敬
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
住
民
の
心
の
支
柱
と
な
り
ま

し
た
︒

さ
ら
に
村
の
団
結
を
高
め
た
も
の

に
︑明
治
二
二
年︵
一
八
八
九
︶の
池
中

組
合
の
発
足
と
組
合
決
議
証
が
あ
り

ま
す
︒決
議
証
は
︑旧
正
月(

正
月
一
五

日)

の
初
寄
合
に
総
代
が
神
社
の
前
で

読
み
あ
げ
誓
約
し
あ
い
ま
し
た
︒決
議

証
は
全
部
で
六
条
か
ら
な
り
︑第
四
条

に﹁
私
有
品
と
い
え
ど
も
︑日
没
後
や

日
の
出
前
に
は
み
だ
り
に
出
し
入
れ

し
な
い
こ
と
︒も
し
や
む
を
得
な
い
場

合
に
は
︑そ
の
こ
と
を
組
の
総
代
に
届

け
る
こ
と
︒﹂と
あ
り
夜
逃
げ
の
防
止

を
︑第
五
条
に
は﹁
組
合
の
集
会
や
道

の
掃
除
な
ど
︑皆
が
共
同
作
業
す
る
と

き
に
理
由
も
な
く
欠
席
し
た
も
の
は
︑

不
参
料
と
し
て
一
日
に
つ
き
三
〇
銭

の
割
で
お
金
を
出
す
こ
と
︒﹂と
あ
り
︑

団
結
と
公
的
な
奉
仕
に
対
し
て
自
分

勝
手
を
戒
め
て
い
ま
す
︒

精
神
的
団
結
を
図
る
だ
け
で
は
な

く
実
際
の
生
業
に
お
い
て
実
利
の
あ

る
互
助
的
な
作
用
を
な
し
た
も
の
に

﹁
肥
料
連
署
借
用
約
定
書
﹂が
あ
り
ま

す
︒代
金
の
未
納
を
心
配
し
て
業
者
が

肥
料
の
掛
け
売
り
を
し
て
く
れ
な
い

こ
と
へ
の
対
策
と
し
て
こ
の
約
定
書

が
作
ら
れ
ま
し
た
︒借
財
が
払
え
な
い

場
合
の
申
し
合
わ
せ
を
決
め
︑米
の
と

れ
る
時
期
に
な
っ
て
も
支
払
え
な
く

な
っ
た
組
合
員
の
借
財
は
︑共
同
で
払

う
こ
と
を
商
人
に
掛
け
合
い
ま
し
た
︒

あ
ち
こ
ち
の
肥
料
仲
買
人
も
組
合
を

通
せ
ば
損
害
が
な
い
こ
と
が
わ
か
り
︑

明
治
二
三
年︵
一
八
九
〇
︶に
は
︑肥
料

商
か
ら
買
っ
て
く
れ
と
い
う
依
頼
が

来
る
ま
で
の
信
頼
を
得
ま
し
た
︒こ
う

い
っ
た
住
民
の
努
力
は
実
り
︑入
植
が

始
ま
っ
て
二
○
年
後
に
は
軌
道
に
乗

り
だ
し
︑大
正
時
代
に
は
入
植
者
の
定

着
率
が
七
○
％
に
届
く
ま
で
に
な
り

ま
し
た
︒

重
粘
土
無
機
質
の
芦
池
の
土
は
耕

地
と
し
て
は
農
民
を
苦
し
め
ま
し
た

が
︑瓦
製
造
に
は
最
良
の
粘
土
で
し

た
︒農
業
が
安
定
し
だ
し
た
こ
ろ
か
ら

粘
土
採
掘
が
副
業
と
し
て
有
利
な
仕

事
と
わ
か
り
︑高
浜
方
面
へ
運
ば
れ
ま

し
た
︒大
正
時
代
に
は
専
業
的
に
採
掘

す
る
人
も
現
れ
ま
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茶屋は江戸時代の東海道沿いの茶屋をイメージしています。今回は「東海道の橋」をテーマに展示替え

を行いました。

東海道の三大大橋といえば、吉田宿（豊橋市）の吉田大橋、岡崎宿（岡崎市）の矢作橋、大津宿（滋賀県大

津市）の瀬田唐橋です。幕府は東海道の主要河川には橋を架けることを禁じていたため、安倍川や大井川、

天竜川などの大河川には橋が架けられていませんでした。そのため、旅人や絵師にとって大橋は、その宿場

を代表する風景として印象付けられており、多くの浮世絵や紀行文、道中記に記されました。

今回の展示では、文久３年（1863）の第14代将軍徳川家茂の上洛を題材とした揃物「東海道名所風景」の

中の吉田大橋と矢作橋を紹介しています。吉田では、手前に吉田大橋を渡る行列を大きく描き、画面の奥に

は吉田城を描いています。一方岡崎では矢作橋が描かれていません。矢作橋は安政２年（1855）の大雨で流

されたのち、明治４年（1871）に架橋が完成するまでは通行不能でした。そのためこの作品では矢作橋が架

かっておらず船で矢作川を渡る様子が描かれています。

資料保護のため、展示は今年12月末までを予定しています。また、9月29日から10月8日までの期間限定

で、葛飾北斎が全国各地の有名な橋の中からユニークな構造のものを選び出して描いたシリーズ『諸国名

橋寄覧』の「東海道岡崎矢はぎのはし」を展示します。北斎は矢作橋を大胆にデフォルメしてその壮大さを

表現しています。この機会にぜひ常設展にお立ち寄りください。
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